　「A Less Rude Song」訳本

　「さして野蛮ならざる歌」

　著者：不明

　人は言う

　Iliac湾は
少しの帆も張られずに
　彼方此方に〔船が〕疾駆する場所
　あの聖歌

　西風の吹くように唄われる歌曲に謳われるように

　それは、どんな衣装も纏うこと無しに美しいもの
　女たちは高い音で歌う、男たちは低い音で歌う
いちばんに心地よい堕落と

重々しい重力の全き不在は
Iliac湾の

　水の穴の内にのみ見つけられると
　ほのめかしながら
　諸君が罰人よりも罪人というタイプであるとも
　あらゆるものをMorrowindに見つけるだろう
　しかれど、我が子よ、真の事は
もし仮にもSentinelやDaggerfallに見つけられるならば
　あの〔Morrowindの〕在りふれた振る舞いは

まさに野蛮なるもの
　幾らか狂気めく情熱
羽、鱗、あるいはヒレを生やす者たち、如何なる余分者を諸君が求めるとしても

あらゆるものをMorrowindに見つけるだろう
　BretonとRedguardが
　ある種の生真面目なる楽しみ以上のものを持っていて
　そして、変態性交を営んでいること

それは、吟遊詩人の発明というもの

　大いに狂えるも、少しも狂えざるも
賢明なる放蕩者は東〔のMorrowind〕に向けて出発する
　諸君の今までの〔堅い〕鋼の自制心が今や〔脆い〕スズに過ぎなくなるところ
　あらゆるものをMorrowindに見つけるだろう
Morrowindに

　罪は在る

　しかし、どうか、Dunmerの多様性を

　熱意なき西方社会に見つけられる多様性と混同してくれるな

　それ〔後者の多様性〕に比べれば、〔前者の多様性は〕ほとんど敬神というもの
　Dark Elfが裸になるのを嫌がるのを見て取り
　それを淑女きどりと呼ぶことは、それほど賢明ではない
　何となれば、〔西方社会に於いて〕好まれる類のエロティシズムは
　この地では、ずっとドギツイものであるのだから
　Ashlanderから濡れそぼる魚まで
　諸君は何とも甘美なる苦楽を見つけるだろう
Morrowindに於いて
　諸君が自身の血族と疎遠であると考えようとも
　あらゆるものをMorrowindに見つけるだろう
注釈〔サイト“The Imperial Library”から〕
この歌は、明らかに、ゲーム「Daggerfall」に登場する書物である「野蛮なる歌」〔"Rude Song"〕の続編である。

